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最
近
の
実
態
を
視
る
と
・
・
・ 

 

３
・
２６
日
、
福
島
第
一
原
発
４

号
機
の
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
か

ら
核
燃
料
を
近
く
の
共
用
プ
ー
ル

へ
移
す
作
業
に

使
う
ク
レ
ー
ン

が
故
障
し
た
と

発
表
し
た
。
原

因
は
、
調
査
中

で
移
送
作
業
は

中
断
し
た
。

３
・
２５
日
、
厚

生
労
働
省
は
、

東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故

で
、
事
故
当
初

に
従
事
し
て
い

た
作
業
員
の
内

部
被
ば
く
線
量

に
つ
い
て
、
同

省
が
求
め
る 

算
出
方
法
以
外
で
計
算
し
た
と
み

ら
れ
る
人
が
１
５
３
６
人
お
り
、

見
直
し
た
結
果
、
１
４
２
人
の
被

ば
く
線
量
が
増
え
た
と
発
表
し
た
。 

 

結
果
を
受
け
同
省
は
同
日
、
東

電
に
行
政
指
導
し
た
。
３
・
２４
日

地
下
水
放
出
を
容
認
へ
＝
福
島
県

漁
連
、
２５
日
決
定−

汚
染
水
対
策

「
苦
渋
の
決

断
」
・
・
福

島
県
の
相
馬

双
葉
漁
業
協

同
組
合
（
相

双
漁
協
）
は

２４
日
、
東
京

電
力
が
福
島

第
一
原
発
で

汚
染
さ
れ
る

前
の
地
下
水

を
く
み
上
げ

て
海
に
放
出

す
る
「
地
下

水
バ
イ
パ
ス

計
画
」
を
容

認
す
る
方
針

を
決
め
た
。
地
下
水
の
放
射
性
物

質
検
査
の
強
化
や
風
評
被
害
が
、

発
生
し
た
場
合
の
補
償
な
ど
を
条

件
と
す
る
。地
下
水
バ
イ
パ
ス
は
、

福脊連ホームページアドレス www .normanet.ne.jp/~ww101926/ 
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３
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６
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２
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NO. 

 

１８３ 
 

〝 

大
過
酷
事
故
か
ら 

３
年 

〟 

福
島
原
発
の

高
濃
度
汚
染
水
は
増
え

続
け
、
限
界
近
し 

！！ 

事
故
処
理
は
未
だ
に
拡
大
が 

続
い
て
い
る
。
国
が
東
電
に
変
わ
り

「
統
括
す
る
と
の
話
も
あ
っ
た
」

が
、
東
電
に
、「
漏
え
い
を
抑
え
ろ
」

と
命
令
す
る
だ
け
で
は
進
ま
な
い
。 

具
体
的
に
ど
う
す
る
の
・
・
・ 
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放
射
能
汚
染
水
の
増
加
対
策
の
一

つ
で
、
県
内
で
は
、
い
わ
き
市
漁

協
も
受
け
入
れ
る
意
向
を
示
し
て

い
る
。
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

（
県
漁
連
）
は
２５
日
の
組
合
長
会

議
で
容
認
方
針
を
決
定
。
３
・
２４

日
、
福
島
第
一
原
発
で
汚
染
水
の

放
射
性
物
質
を
吸
着
し
て
大
幅
に

減
ら
す
装
置
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
（
ア
ル

プ
ス
）
」
の
２
系
統
で
運
転
を
再

開
し
た
と
こ
ろ
、
約
６
時
間
後
に

ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
処
理
が
で
き
な

い
状
態
に
な
っ
た
と
発
表
し
た
。 

 

ア
ル
プ
ス
は
、
１８
日
に
１
系
統

で
処
理
能
力
が
大
幅
に
低
下
し
た

た
め
、
確
認
の
た
め
３
系
統
全
て

を
停
止
。
２４
日
に
２
系
統
の
運
転

再
開
に
こ
ぎ
着
け
た
ば
か
り
だ
っ

た
。
現
時
点
で
運
転
再
開
時
期
は

未
定
と
い
う
。
３
・
２０
日
、
流
出

汚
染
水
、
地
下
浸
透
か
＝
２
月
の

１
０
０
ト
ン
、福
島
第
一
、東
電
。 

３
・
20
日
、
浄
化
終
え
た
水
の
タ

ン
ク
に
汚
染
水
再
流
入
…
福
島
第

一
。
３
・
１９
日
、
浄
化
水
タ
ン
ク

に
汚
染
水
流
入
か
。
ア
ル
プ
ス
の

４
月
本
格
稼
働
、
困
難
。 

３
・
１８
日
、
福
島
原
発:

除
去
装
置

ア
ル
プ
ス
全
３
系
統
処
理
を
停
止
。 

３
・
１７
日
、
ア
ル
プ
ス
廃
棄
物
課

題
に
。最
終
処
分
方
法
決
ま
ら
ず
。 

３
・
１５
日
、
地
下
水
放
出
「
容
認

の
方
向
」
＝
福
島
県
漁
連
、
汚
染

水
対
策
で
。
福
島
第
一
、
２
月
に

高
濃
度
の
放
射
性
物
質
を
含
む
約

１
０
０
ト
ン
の
汚
染
水
が
タ
ン
ク

か
ら
流
出
し
た
問
題
に
つ
い
て

「（
タ
ン
ク
へ
の
）水
の
出
し
入
れ

の
ト
ラ
ブ
ル
だ
っ
た
。
こ
の
実
態

は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
？
冷
却
処

理
は
、
核
燃
料
棒
を
取
り
出
す
ま

で
続
き
、取
り
出
す
終
期
は
不
明
。

溶
解
し
た
原
子
炉
の
廃
炉
作
業
方

法
は
、
解
っ
て
い
な
い
。
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
経
緯
（
１
９
８

６
年
４
月
２６

日
レ
ベ
ル
７
深
刻

な
事
故
か
ら
２８
年
）
を
視
て
も
福

島
原
発
の
「
最
終
処
理
時
期
」
も

視
え
な
い
。な
の
に
、事
故
検
証
、

反
省
も
な
く
原
発
再
稼
働
。 

原
発
輸
出
と
、
現
在
の
「
経
済

発
展
」
の
み
で
促
進
、
今
良
け
れ

ば
（
利
益
）
い
い
と
の
ス
タ
ン
ス

は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。 

放
射
性
廃
棄
物
は
〇
〇
万
年
も

の
長
期
に
わ
た
っ
て
、
未
来
の
世

代
に
「
負
の
遺
産
」
を
背
負
わ
す

無
責
任
極
ま
り
な
い
所
業
で
あ
る
。 

さ
ら
な
る
今
後
、
世
界
の
原
発

事
故
が
起
ら
な
い
と
は
、
誰
に
も

「
断
言
で
き
な
い
」。
構
造
物
は
、

時
間
が
経
て
ば「
疲
弊
」す
る
し
、

自
然
災
害
は
、
人
知
の
及
ぶ
と
こ

ろ
で
は
な
い
。
テ
ロ
や
戦
争
に
よ

る
攻
撃
目
標
と
も
な
り
え
る
（
人

間
は
愚
か
な
こ
と
を
繰
り
返
す
生

き
も
の
で
あ
る
）、原
発
は
最
た
る

も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
都
知

事
選
挙
や
原
発
設
置
が
進
め
ら
れ

る
山
口
県
の
選
挙
の
投
票
数
を
み

て
あ
ぜ
ん
と
す
る
。
選
挙
に
行
か

な
い
人
々
が
い
る
。
投
票
数
が

５０

％
以
下
で
も
知
事
は
決
ま
り

民
意
と
し
、
民
意
は
「
原
発
再
稼

働
・
原
発
輸
出
」
に
は
、「
ノ
ー
」

で
は
な
い
と
の
政
治
的
な
解
釈
を

（
利
用
）
さ
れ
る
。
投
票
を
棄
権

し
た
有
権
者
は
、「
選
択
肢
が
な
い

（
政
策
の
違
い
が
見
え
な
い
。
分

か
ら
な
い
。）ど
う
せ
変
わ
ら
な
い
。 

誰
が
や
っ
て
も
同
じ
だ
。
全
く

無
関
心
な
人
。」
と
色
々
で
、
異
議

が
あ
り
で
棄
権
し
た
人
も
い
る
だ

ろ
う
。
だ
が
、
結
果
は
「
民
意
」

と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
が
、

投
票
率
が
３０
％
・
４０

％
で
も
民

主
主
義
が
成
立
し
て
機
能
し
て
い

る
と
は
言
い
難
い
が
、
現
実
は
機

能
し
て
行
く
。『
私
が
選
挙
で
選
任

さ
れ
た
の
だ
か
ら
、「
最
終
的
に
は
、

私
が
決
め
る
」』と
強
権
化
し
て
進

む
の
で
あ
る
。
棄
権
に
は
、
そ
の

意
味
で
は
「
責
任
」
が
あ
り
、
現

実
を
疑
義
し
て
行
動
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。
投
票
棄
権
は
、
結

果
的
に
「
異
議
」
と
し
て
、
反
映

さ
れ
な
く
、
自
発
的
に
隷
従
し
た

も
の
と
扱
わ
れ
る
。
歴
史
も
体
制

（
権
力
）
一
度
で
「
大
変
革
」
し

な
い
。
い
つ
も
「
歴
史
的
な
経
緯
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と
そ
の
諸
々
の
事
情
（
要
件
、
人

間
の
思
考
過
程
）
に
引
き
戻
さ
れ

る
よ
う
だ
。「
美
し
い
国
」
を
求
め

る
人
も
、
渦
中
に
あ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
独
立
問
題
も
そ
の
よ
う
に
視

え
る
。
変
革
と
は
、
時
間
（
歴
史
）

を
ふ
く
め
て
現
在
を
絶
え
ず
繰
り

返
し
、問
う
闘
い
と
い
え
な
い
か
。

２
歩
前
進
〜
（
１
歩
後
退
・
１・５
歩

後
退
）
と
い
う
繰
り
返
し
か
も
し

れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
実
態
を
少
し

で
も
加
速（
変
え
る
）す
る
に
は
、

思
考
停
止
・
隷
属
実
態
を
解
き
放

す
、
思
考
＝
行
動
軸
を
模
索
＝
具

体
的
に
行
動
（
提
言
・
表
現
）
す

る
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。 

東
日
本
震
災
の
復
興
も
進
ん
で

は
い
な
い
。
避
難
地
域
の
一
部
で

帰
還
が
解
除
さ
れ
た
が
、
帰
る

人
・
帰
ら
な
い
人
、
新
た
な
地
で

生
活
再
建
す
る
人
、
選
択
肢
は

様
々
で
あ
る
。
た
だ
、
帰
還
す
る

人
々
の
町
の
「
再
建
」
は
、
町
を

実
態
と
し
て
「
構
成
」
す
る
条
件

（
生
活
イ
ン
フ
ラ
・
行
政
機
能（
医

療
、
福
祉
、
教
育
）・
産
業
・
帰
還

者
人
口
）
は
容
易
で
な
い
。
帰
還

者
の
多
く
が
高
齢
者
と
い
う
所
も

少
な
く
な
い
状
況
で
あ
る
。
被
災

さ
れ
た
方
々
は
、
生
活
の
全
て
を

な
く
し
た
訳
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
生
活
の
地
・
住
宅
・
生
活
す
る

た
め
の
「
諸
条
件
」
を
含
め
た
、

生
活
再
構
築（
復
興
）に
関
し
て
、

国
・
東
電
は
「
保
障
・
補
償
」
を

急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。「
東
京
電
力
は
、

福
島
第
一
原
発
事
故
が
起
き
た
当

初
に
緊
急
作
業
を
行
っ
た
社
員
の

内
部
被
ば
く
線
量
を
計
算
し
直
し

た
結
果
、
社
員
１
人
の
線
量
が
緊

急
時
の
被
ば
く
限
度
で
あ
る
一
〇

〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
て
い

た
と
」。「
厚
生
労
働
省
は
、
２５
日
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
事
故

直
後
の
二
〇
一
一
年
三
～
四
月
に

作
業
し
た
東
電
社
員
や
協
力
会
社

社
員
ら
作
業
員
計
七
、
五
二
五
人

の
う
ち
、
一
四
二
人
の
被
曝
線
量

が
過
少
に
見
積
も
ら
れ
て
い
た
と

発
表
し
た
。」（
一
、
二
九
五
人
所

在
不
明
＆
被
曝
記
録
デ
ー
タ
抹
消

約
二
万
一
千
人
）」と
の
報
道
も
あ

る
。『
震
災
か
ら
三
年
が
過
ぎ
た
今
、

「
福
島
第
一
原
発
に
は
、
経
験
豊

富
な
作
業
員
は
、
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
な
い
と
い
う
。
過
酷
な
労
働

環
境
に
耐
え
か
ね
て
辞
た
り
、
年

間
被
曝
線
量
が
上
限
に
達
し
た
た

め
だ
。
〜 

労
働
環
境
の
悪
化
、
賃

金
の
低
下
か
ら
人
が
集
ま
ら
な
く

な
り
、
現
場
を
取
り
仕
切
る
請
負

業
者
は
、
人
員
確
保
に
四
苦
八
苦

し
て
い
る
と
い
う
。
募
集
要
項
に

は
、「
社
会
常
識
と
会
話
能
力
が
必

要
で
す
」
程
度
の
こ
と
し
か
書
か

れ
て
お
ら
ず
、
元
作
業
員
の
証
言

で
も
経
歴
は
不
問
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

そ
の
た
め
、
作
業
員
の
多
く
は

失
業
者
や
ホ
ー
ム
レ
ス
な
ど
で
、

二
次
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

と
同
紙
は
報
じ
る
。
実
際
、
汚
染

水
の
貯
水
タ
ン
ク
の
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
事
故
な
ど
、「
人
災
」
と
み
ら

れ
る
実
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

東
電
は
、
こ
れ
ら
の
事
故
に
つ

い
て
、
作
業
員
の
経
験
な
ど
問
題

の
核
心
に
迫
る
質
問
に
は
、
こ
と

ご
と
く
回
答
を
拒
否
し
た
と
い
う
。 

 

こ
う
し
た
問
題
の
根
幹
は
、
複

雑
な
雇
用
形
態
に
あ
る
と
み
る
。 

作
業
員
の
募
集
を
含
む
現
場
の

仕
事
は
、
東
電
の
委
託
を
受
け
た

請
負
業
者
が
、
さ
ら
に
下
請
け
や

孫
請
け
の
業
者
に
分
配
す
る
形
で

行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
東

電
は
誰
が
実
際
に
現
場
の
仕
事
を

仕
切
っ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に

何
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
っ
た
く
把
握
し
て
い
な

い
と
い
う
の
だ
。
元
作
業
員
の
一

人
は
、
「
現
場
で
ほ
と
ん
ど
東
電

の
社
員
を
見
た
こ
と
は
な
い
」と
、

記
事
中
で
証
言
し
て
い
る
』
。 

 

こ
の
よ
う
に
問
題
と
課
題
は
、

怒
濤
の
よ
う
に
迫
り
、
思
考
は
虚

ろ
に
な
り
そ
う
な
春
だ
が
、
思
考

停
止
を
覚
醒
し
た
い
。 

「
サ
ク
ラ
満
開
・
満
舞
う
」・
・
・
・

命
あ
る
も
の
・
・
“
何
ば
ー
し
ょ

っ
と 

” 
 

・
・
・
・
（
し
ん
） 

http://newsphere.jp/search/%E5%8E%9F%E7%99%BA/
http://newsphere.jp/search/%E5%8E%9F%E7%99%BA/
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間
も
な
く 

「
馬
ヶ
岳
城
」
？ 

 

〝 

今
川
と
祓
郷
川
と 

右
左
ゆ
た
か
に
う
ね
り 

馬
ヶ
岳
西
よ
り
迫
り 

彦
山
は
南
に
聳
ゆ
〟 

 

私
が
卒
業
し
た
高
校

の
校
歌
で
あ
る
。
行

橋
・
み
や
こ
の
地
元
で
は
、
こ
の

歌
詞
の
一
節
に
あ
る
馬
ヶ
岳
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
盛
り
上
げ
よ
う
と

し
て
い
る
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官

兵
衛
」
に
絡
め
て
で
あ
る
。 

私
が
こ
の
山
に
登
っ
た
の
は
、

中
学
２
年
生
の
春
の
遠
足
の
時
で

あ
っ
た
。
八
幡
市
（
現
北
九
州
市

八
幡
東
区
、
翌
年
に
５
市
合
併
の

報
を
、
寒
餅
を
搗
き
な
が
ら
ラ
ジ

オ
で
聞
い
た
）に
住
ん
で
い
た
が
、

１
年
生
の
３
学
期
末
に
父
を
亡
く

し
、
両
親
の
故
郷
で
あ
る
犀
川
町

に
引
っ
越
し
た
。
夏
休
み
な
ど
に

祖
母
の
家
へ
毎
年
遊

び
に
行
っ
て
い
た
と

は
い
え
、
山
頂
と
い

う
高
い
位
置
か
ら
町

を
眺
め
た
の
は
、
初

め
て
で
あ
っ
た
。 

眼
下
一
面
の
菜
の

花
や
レ
ン
ゲ
の
花
が

敷
き
詰
め
ら
れ
た
景

色
は
、
今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て

い
る
。
こ
の
時
に
先
生
か
ら
教
え

ら
れ
た
の
は
、
御
所
ケ
谷
神
籠
石

の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

神
籠
石
は
、
古
代
山

城
説
や
神
域
説
な
ど
あ

る
よ
う
だ
が
、
詳
し
く

は
覚
え
て
い
な
い
。 

そ
の
当
時
は
、「
官
兵

衛
」
の
名
前
は
出
て
こ

な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

（
記
憶
に
な
い
だ
け

か
？
） 

な
ぜ
、
こ
こ
で
、
官
兵
衛
か
？ 

 

ド
ラ
マ
で
は
現
在
、
播
磨
で

の
活
躍
が
中
心
で
あ
る
が
、
後
に

秀
吉
が
九
州
を
平
定
し
、
官
兵
衛

に
豊
前
の
国
を
与
え
た
。そ
の
時
、

最
初
の
拠
点
と
し
た
の
が
、
馬
ヶ

岳
城
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
地
元
の

浮
揚
を
模
索
す
る
、
グ
ル
ー
プ
に

は
好
機
到
来
で
あ
る
。 

ド
ラ
マ
の
中
で
、
ど

の
よ
う
に
馬
ヶ
岳
城
が

登
場
す
る
の
か
知
る
術

も
な
い
が
、
地
元
に
は

黒
田
官
兵
衛
の
の
ぼ
り

旗
、
は
た
ま
た
、
宇
都

宮
鎮
房
の
の
ぼ
り
旗
も

並
ん
で
は

た
め
い
て
い
る
。
宇

都
宮
鎮
房
は
官
兵
衛

が
豊
前
入
り
し
た
の

ち
、反
乱
を
起
こ
し
、

一
旦
和
解
し
た
も
の

の
謀
殺
さ
れ
た
人
物

で
あ
る
。
こ
の
反
乱

に
関
す
る
小
説
を
読

ん
だ
時
、
高
校
の
同
級
生
に
こ
の

地
域
の
人
た
ち
が
い
た
の
を
思
い

出
し
、
官
兵
衛
に
怒
り
を
感
じ
た

も
の
で
あ
る
。
時
を
移
し
て
今
、

地
元
に
と
っ
て
は
敵
味
方
？
関
係

な
く
浮
揚
に
つ
な
が
る
な
ら
ば
、

と
い
う
思
惑
で
あ
ろ
う
か
、
同
じ

よ
う
に
郷
土
ゆ
か
り
の
人
物
と
し

て
並
ん
で
い
る
。

閑
話
休
題
。
馬
ヶ

岳
城
登
山
口
は
行

橋
市
側
、
み
や
こ

町
側
と
あ
る
。
今

回
紹
介
し
た
の
は
、

み
や
こ
町
側
で
あ

る
。
み
や
こ
町
花

熊
に
あ
る
二
兒
神

社
境
内
参
道
か
ら
登
っ
て
行
く
。 

車
椅
子
で
は
登
っ
て
い
け
な
い

が
、
下
か
ら
見
上
げ
た
頂
上
の
草

木
は
、
刈
ら
れ
整
地
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
車
で
２
～
３
分
程

今
川
を
上
っ
た
所
に
、
農
産
物
直

売
所
「
四
季
犀
館
」
が
あ
り
、
新

鮮
な
野
菜
を
手
に
入
れ
た
り
、
ト

イ
レ
休
憩
も
で
き
る
。 

北
九
州
支
部 

白
川
長
廣 
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こ
れ
は
、
今
か
ら
約
３０
年
く
ら

い
前
に
私
が
体
験
し
た
話
で
す
。 

 

１
９
８
０
年
代
後
半
頃
で
、
私

は
２９
歳
、
２
児
の
母
で
し
た
。 

 

私
の
障
害
名
は
、
脊
髄
性
小
児

麻
痺
に
よ
る
両
下
肢
不
随
、現
在
、

外
出
時
は
車
椅
子
を
使
用
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
当
時
、
外
出
時
は

両
松
葉
杖
で
の
歩
行
が
可
能
で
し

た
。
小
学
校
の
教
室
は
、
学
年
が

上
が
る
度
に
階
が
上
が
っ
て
い
く

シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
（
例
え
ば
、

１
・
２
年
生
は
１
階
、
３
・
４
年

生
は
２
階
、５
・
６
年
生
は
３
階
、

と
い
っ
た
具
合
い
で
す
。） 

 

我
が
子
が
、
２
年
生
の
３
学
期

頃
に
な
る
と
‥
‥
切
な
い
想
い
で

胸
が
、
ふ
さ
が
る
と
き
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
小
学

校
の
階
段
に
は
、
手
す
り
が
付
い

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。 

 

思
い
余
っ
て
、
校
長
先
生
と
教

頭
先
生
に
「
階
段
に
手
す
り
を
付

け
て
頂
き
た
い
！
」
と
相
談
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
ら
「
前
例
が
な
い

か
ら
対
応
が
で
き
な
い
」
と
の
答

え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

「
小
学
校
の
階
段
に
、
手
す
り

が
付
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
の
事

実
は
、
私
一
人
だ
け
の
問
題
で
と

ど
ま
る
筈
が
な
い
の
に
、
い
っ
た

い
小
学
校
は
何
を
考
え
て
い
る
ん

だ
ろ
う
？
」
と
、
も
の
す
ご
い
憤

り
と
不
信
感
が
募
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

小
学
校
に
相
談
を
し
て
も
、
対

応
し
て
貰
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

希
望
が
叶
わ
ぬ
こ
と
も
覚
悟
で
、

奮
励
努
力
の
心
を
持
っ
て
、
自
身

一
人
で
も
よ
い
か
ら
教
育
委
員
会

へ
直
訴
を
試
み
よ
う
と
決
め
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
若
い
男
女
の
市
職

員
が
、
私
の
相
談
の
記
録
を
淡
々

と
執
り
始
め
ま
し
た
。 

 

記
録
を
執
る
こ
と
だ
け
に
専
念

す
る
、
職
員
の
態
度
に
私
は
心
許

な
く
な
り
、
自
身
の
感
情
の
ア
ク

セ
ル
を
無
意
識
の
う
ち
に
踏
み
込

み
、
急
発
進
し
た
の
で
す
。 

 

「
こ
の
課
で
、
一
番
偉
い
人
を

こ
こ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
！
」
と

言
い
放
ち
ま
し
た
。 

 

し
ば
ら
く
し
て
、
一
番
偉
い
人

が
私
の
目
の
前
に
現
れ
ま
し
た
。 

 

「
私
に
も
、
他
の
元
気
な
お
母

さ
ん
達
と
同
じ
よ
う
に
、
我
が
子

の
学
ぶ
姿
が
見
ら
れ
る
権
利
を
与

え
て
く
だ
さ
い
！
」
と
訴
え
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
月
日
が
ひ
と
月

経
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

 

階
段
に
は
、
立
派
な
手
す
り
が

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
手
す
り

を
見
た
と
き
は
、
本
当
に
も
う
び

っ
く
り 
！
仰
天 

！
で
し
た
。 

 

あ
の
課
の
一
番
偉
い
人
が
、
基

本
的
人
権
の
尊
重
を
重
ん
じ
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

迅
速
な
対
応
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
、
そ
の
お
蔭
で
私
は
我
が
子
が

６
年
生
の
３
学
期
ま
で
、
他
の
元

気
な
お
母
さ
ん
達
と
同
じ
よ
う
に

授
業
参
観
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
、

保
護
者
会
の
話
し
合
い
に
も
参
加

で
き
、
例
え
障
害
を
抱
え
て
い
て

も
二
児
の
子
ど
も
の
親
と
し
て
の

役
目
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。そ
れ
は
、と
て
も
有
り
難
く
、

親
と
し
て
の
喜
び
を
噛
み
締
め
る

こ
と
が
出
来
た
私
の
子
育
て
の
１

ペ
ー
ジ
で
し
た
。 

 

今
回
、「
子
育
て
の
１
ペ
ー
ジ
」

と
題
し
て
私
が
体
験
し
た
、
３０
年

く
ら
い
前
の
学
校
教
育(

設
備)

の

在
り
方
を
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

近
年
に
於
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ

十
分
と
は
言
え
な
い
ス
ロ
ー
プ
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
車
い
す
対
応
ト

イ
レ
な
ど
を
設
置
さ
れ
て
い
る
学

校
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
障
害

を
持
っ
た
子
ど
も
へ
の
配
慮
に
と

ど
ま
ら
ず
、
障
害
を
持
っ
た
父
兄

 

 子育ての 

    1ページ 

 
筑後支部 HJ 
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や
高
齢
者
、
ま
た
、
視
覚
・
聴
覚

障
害
者
等
々
へ
の
配
慮
は
な
さ
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

な
ぜ
な
ら
ば
、
災
害
時
の
避
難

場
所
や
各
選
挙
の
投
票
場
所
を
、

各
校
区
の
小
中
学
校
で
行
な
っ
て

い
る
市
区
町
村
が
あ
り
ま
す
。 

 

避
難
者
や
有
権
者
、
全
て
の
人

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
ス
ロ
ー
プ
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ
、
投
票

台
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
於
い
て
の
点
字
、
手
話
、
要
約

筆
記
、
等
々
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

は
な
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
の
問
題
は
、
私
た
ち
障
害
等

を
持
つ
者
の
活
動
・
運
動
へ
も
関

わ
っ
て
来
る
こ
と
な
の
で
、
み
な

さ
ん
諦
め
ず
に
力
を
合
わ
せ
て
全

て
の
人
が
利
用
で
き
る
公
共
施
設

に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 

障
害
当
事
者
本
人
の
「
思
い
」

の
発
言
・
発
信
等
の
大
切
さ
を
身

を
も
っ
て
感
じ
る
、
今
日
こ
の
頃

で
す
。 

 

「
第
３
次
障
害
者
基
本
計
画
」

に
関
す
る
障
害
者
政
策
委
員

会
（
第
８
回
）
議
事
次
代
「
参

考
資
料
２
」
よ
り 

 

（
平
成
２５
年
１１
月
１１
日
） 

  

前
号
の
続
き
で
す
。 

○ 

補
装
具
の
購
入
又
は
、理
に
要

す
る
費
用
の
一
部
に
対
す
る
公
費

の
支
給
、
日
常
生
活
用
具
の
給

付
・
貸
与
を
行
う
と
と
も
に
、
福

祉
用
具
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど

に
よ
り
、そ
の
普
及
を
促
進
す
る
。

１
―(

６)

―
２ 

○ 

情
報
提
供
機
関
や
相
談
機
関

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
構
築
に

よ
り
、
福
祉
用
具
に
関
す
る
情
報

の
提
供
や
相
談
窓
口
の
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
研
修
の
充
実

等
に
よ
り
、
福
祉
用
具
の
相
談
等

に
従
事
す
る
専
門
職
員
の
資
質
向

上
を
図
る
。
１
―(

６)

―
３ 

○ 

身
体
障
害
者
補
助
犬
法（
平
成

１４
年
法
律
第
４９
号
）
に
基
づ
き
、

身
体
障
害
者
補
助
犬
（
盲
導
犬
、

介
助
犬
、聴
導
犬
）の
育
成
及
び
、

身
体
障
害
者
補
助
犬
を
使
用
す
る

身
体
障
害
者
の
施
設
等
の
利
用
の

円
滑
化
を
図
る
。
１
―(

６)

―
４ 

 

（
７
）
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

段
階
的
な
検
討 

○ 

障
害
者
の
生
活
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
充
実
等
を
図
る
た
め
、
地
域

社
会
に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向

け
て
新
た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策

を
講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
２３
年
法

律
第
５１
号
）
附
則
第
３
条
第
１
項

に
基
づ
き
、
障
害
支
援
区
分
の
認

定
を
含
め
た
支
給
決
定
の
在
り
方

等
、
同
条
同
項
に
規
定
さ
れ
た
事

項
＊
１１

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
。
１
―(

７)

―
１ 

 

＊
１１ 

① 

常
時
介
護
を
要
す
る
障
害
者

等
に
対
す
る
支
援
、
障
害
者
等
の

移
動
の
支
援
、
障
害
者
の
就
労
の

支
援
そ
の
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
在
り
方
。 

② 

障
害
支
援
区
分
の
認
定
を
含

め
た
支
給
決
定
の
在
り
方
。 

③ 

障
害
者
の
意
思
決
定
支
援
の

在
り
方
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
の
観
点
か
ら
の
成
年
後
見
制

度
の
利
用
促
進
の
在
り
方
。 

④ 

手
話
通
訳
等
を
行
う
者
の
派

遣
そ
の
他
の
聴
覚
、
言
語
機
能
、

音
声
機
能
そ
の
他
の
障
害
の
た
め

意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
が

あ
る
障
害
者
等
に
対
す
る
支
援
の

在
り
方
。 

⑤ 

精
神
障
害
者
及
び
、高
齢
の
障

害
者
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
。 

 

２
．
保
健
・
医
療 

【
基
本
的
考
え
方
】
障
害
者
が
身

近
な
地
域
に
お
い
て
、
保
健
・
医

療
サ
ー
ビ
ス
、
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
提
供
体
制
の
充
実

を
図
る
。
特
に
、
入
院
中
の
精
神
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編
集
後
記 

 

 

４
月
に
な
っ
て
桜
も
散
り
、
春

が
来
ま
し
た
が
、
朝
晩
は
寒
い
日

も
あ
り
、
春
の
訪
れ
を
実
感
で
き

て
い
な
い
で
す
。 

（
坂
本
） 

《 今月の時事 》 

袴田さんの再審決定“ 死刑停止４８年ぶり保釈”再審決定の骨子「袴田さんの着衣とさ

れた『５点の衣類』は DNA 鑑定により、袴田さんのものではなく、後日、捏造された疑

いがある。５点の衣類が、事件の約１年後にみそタンクから発見されたこと。（不自然・ズ

ボンのサイズが合わない等）その他の証拠を総合しても犯人と認定できない。」～として、

静岡地方裁判所（村山浩昭裁判長）は、『再審を開始する以上、死刑の執行停止は当然。捜

査機関によって捏造された疑いのある証拠で有罪とされ、極めて長期期間、死刑の恐怖の

下で身柄を拘束されてきた。これ以上、拘束を続けることは堪え難いほど正義に反する。

よって拘置の執行も停止する』。しかし、袴田さんの“ 48年間の人生は取り戻せない ”。 

袴田さんに死刑判決を下し続けた、事件関係者の警察・検察・裁判所（関係者の中にも

犯人でないと、主張した関係者もいた。）は、どのように「責任をとるのか」を明らかにす

べきである。（犯人・死刑と判決した関係者は、何も失っていないし、人生は国家により保

障されてきた）。また、「無実を主張続ける人」への「再審請求制度」を見直すべきである。 

袴田さんの場合には、「600 の証拠」が上げられているというが、再審請求があっても

その「証拠の再検証」は殆どなされず、再審請求は却下されるという。今後の取り調べは、

「自白の強要」をなくすために「可視化」を前提とすべきである。とにかく、犯罪者に仕

立てられると、どうにもならないこと。権力は、「捏造をして」でも我が身を守ろう（強権

化）とするものであることを再認識しておこう。（これまで、再審開始を決定した裁判官を

除いて）事件の質は異なるが、猪瀬直樹前都知事・みんなの党の渡辺喜美代表の選挙資金

借用（個人的借り入れと称するが）の疑惑？に関して、犯罪に関して、権力の「側」に「近

い人とそうでない国民」の扱いが、当初から「違う」という現実を否めない。被爆者・水

俣をはじめとする公害・薬害・医療事故そして、沖縄の米軍基地問題・東電の原発事故の

「責任回避」は、その「犠牲のシステム」という政策の上、被災者は翻弄されてきた。 

これらの実態に対して、同情を超えて自らの課題としての「政策」、「犠牲のシステム」

の撤収を図り得るのは、ひとり一人の行動にかかっている。「政治的課題」であることを自

覚することから始めよう。思考停止を解き放せ、袴田巌さんの「冤罪」を解き放し、心か

らの謝罪を急げ。「取り返しができない人生」を強要されることがある事を銘記しよう。 

忘れまい、この春。（しん） 
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